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主  題 : キリストの心 

聖書箇所 : コリント人への手紙 第一 ２章１６節 

 

きょうはⅠコリント２：１６から、皆さんと一緒に学んでいきましょう。 

Ⅰコリント ２:１６ 

  「いったい、「だれが主のみこころを知り、主を導くことができたか。」ところが、私たちには、キリストの 

   心があるのです。」 

クリスチャンはみな、「「キリストの心」が心のうちにあります。皆さんの心のうちにも「「キリストの心」が

あるのです。私たちは、日々の歩みの中で、いったいどのように神のみこころを知ることができるのでし

ょう。当然ながら、聖書に具体的に書かれている命令は神のみこころです。では、具体的に書かれていな

い事柄に関してはどうでしょう。どの学校に行くのか、どこに就職するのか、どこに住むのか、だれと結

婚するのかなど、人生を左右するような選択には、かならず神のみこころがあるはずです。そればかりで

なく、日々の生活においても私たちは多くの選択をしなければなりません。何を食べて飲むのか、休日を

どのように過ごすのかなど、絶えずさまざまな選択に迫られています。一日のうちに何百いや何千とい

う選択があるかもしれません。その一つ一つに、どうすれば神のみこころに沿った選択をしていくこと

ができるのでしょう。どのようにして神のみこころを求めていくことができるのでしょう。いったいだ

れが、神の具体的なみこころ、神の考えておられることを知ることができるのでしょう。 

それに対してパウロは、「「はい、私は神が考えておられることを知っています。」と言っているのです。

「神が考えておられることは神ご自身しか知らないですが、私の心のうちには「キリストの心」があるの

で、私は神が何を考えておられるのか、神のみこころを知っています。」と言っているのです。どういう

ことか具体的に学んでいきましょう。 

１．「キリストの心」とは何か？  

１）「キリストの心」について、聖書のほかの箇所ではどのように表現しているか？ 

まず、「「キリストの心」とは何でしょう。聖書でこのフレーズは珍しくここにしか出てきませんが、似た

ような概念は出てきます。ほかの箇所ではどのように表現しているか見てみましょう。 

ガラテヤ２：２０には「私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、

キリストが私のうちに生きておられるのです。」と記されています。ピリピ２：１－８には「「:1 こういうわけ

ですから、もしキリストにあって励ましがあり、愛の慰めがあり、御霊の交わりがあり、愛情とあわれみがあるな

ら、:2 私の喜びが満たされるように、あなたがたは一致を保ち、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、志を一つにして

ください。:3 何事でも自己中心や虚栄からすることなく、へりくだって、互いに人を自分よりもすぐれた者と思

いなさい。:4 自分のことだけではなく、他の人のことも顧みなさい。:5 あなたがたの間では、そのような心構え

でいなさい。それはキリスト・イエスのうちにも見られるものです。:6 キリストは神の御姿である方なのに、神

のあり方を捨てられないとは考えず、:7 ご自分を無にして、仕える者の姿をとり、人間と同じようになられまし

た。人としての性質をもって現れ、:8 自分を卑しくし、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従われました。」

とあります。 

特に５節に注目してください。「「あなたがたの間では、そのような心構えでいなさい。それはキリスト・イエ

スのうちにも見られるものです。」とありますが、理解しやすいように原文（ギリシャ語）を直訳すれば、

「あなたがたも、このような心を持ちなさい。これはキリスト・イエスのうちにある心です。」と訳せます。２

０１７年度版では「キリスト・イエスのうちにあるこの思いを、あなたがたの間でも抱きなさい。」とあり、原

文に近い訳になっていて、「キリストの心」とよく似た概念が語られていることがわかります。 



では、キリストはどのような心構えで歩まれたのでしょう。６－７節を見ると「「:6 キリストは神の御姿

である方なのに、神のあり方を捨てられないとは考えず、:7 ご自分を無にして、仕える者の姿をとり、……」と。

この「「仕える者の姿をとり」は「ドゥーロス「（ギリシャ語で奴隷）」が使われていて、キリストが奴隷にな

られたということです。私たちが罪の奴隷から神の奴隷へと変えられる時に、私たちを救うために、まず

イエス・キリストが奴隷となられたのです。７節の後半から続けて、「「:7「……人間と同じようになられまし

た。人としての性質をもって現れ、:8 ご自分を卑しくし、……」と。これが「「キリストの心」だというのです。

あなたがたもこのような心を持ちなさいと。私たちのうちに「キリストの心」があるからこそ、２節にあ

るように「同じ愛の心を持ち、心を合わせ、志を一つに」することができるのです。私たちはみな、「キリス

トの心」という同じ心を持っているからです。ですから、このように「「キリストの心」を持っていることは、

私たちクリスチャンにとって極めて大切なことであるとわかります。 

２）「心」とは何か？ 

 では、「心」とは何か、もう少し詳しく見ていきましょう。大切なことは、これは感情ではないという

ことです。「「心」とは、その人の考え、動機、価値観、その人の計画を指す「「ヌース」というギリシャ語

が使われています。つまり、「「キリストの心」を持つとは、私たちのうちのあらゆる事柄に関して、キリス

トの考え、キリストの動機、キリストの価値観、キリストの計画を持つということです。もう少しかみ砕

いて考えましょう。私たちはすでにキリストと一つにされていますが、実態が伴わないことが多々あり

ます。私たちの心には「キリストの心」がありますが、それが私たちの心を支配しないことも多々ありま

す。しかし、私たちの心を「キリストの心」が支配し、キリストと一つとされる時に、やがてキリストの

願いが私たちの願いとなり、キリストの喜びが私たちの喜びとなり、キリストの目的と計画が私たちの

動機となり、キリストにとっての最善が私たちにとっての最善になっていくということです。 

２．だれが「キリストの心」を持つのか？  

１）私たちクリスチャン 

なぜ、私たちが「キリストの心」を持つことができるのでしょう。なぜなら、私たちのうちには主の御

霊があるからです。私たちがイエス・キリストを信じた時に、私たちのうちに御霊なる主が与えられるか

らです。改めて、きょうのみことばの少し前、Ⅰコリント２：１４－１６を見ましょう。「「:14 生まれなが

らの人間は、神の御霊に属することを受け入れません。それらは彼には愚かなことだからです。また、それを悟る

ことができません。なぜなら、御霊のことは御霊によってわきまえるものだからです。:15 御霊を受けている人は、

すべてのことをわきまえますが、自分はだれによってもわきまえられません。:16 いったい、「だれが主のみここ

ろを知り、主を導くことができたか。」ところが、私たちには、キリストの心があるのです。」とあります。 

皆さんにはお互いのことを語り合える仲の良い友人や家族がいるでしょう。しかし、どれほど長い時

間をともに過ごし、さまざまなことを語り合っていたとしても、本当に相手が何を考えているかはその

人しかわからないものです。それ以上にだれよりもご存じなのは神様です。その神様が考えておられる

ことなど、もちろん神にしかわからないものです。しかし、私たちクリスチャンのうちには御霊なる神が

おられるので、驚くことに、神の考えや願い、計画、みこころを知ることができるのです。私たちの心が

「キリストの心」と一つになっていくことによって、私たちは神のみこころを知るようになるということ

です。なぜなら、救われた者は神様のことをひたすらに考えていくからです。ローマ８：５にあるように

「肉に従う者は肉的なことをもっぱら考えますが、御霊に従う者は御霊に属することをひたすら考えます。」と。

私たちの心に御霊が与えられ、私たちのうちに「キリストの心」があるから、私たちは神のことをひたす

らに考え続けるのだということです。 

２）神がわれわれに「キリストの心」を与えてくださる 

 この「キリストの心」はどのようにして与えられるのでしょう。それは、救われたクリスチャンに神が

一方的に与えてくださるのです。エペソ４：２２－２４には「:22 その教えとは、あなたがたの以前の生活



について言うならば、人を欺く情欲によって滅び行く古い人を脱ぎ捨てるべきこと、:23 またあなたがたが心の霊

において新しくされ、:24 真理に基づく義と聖をもって神にかたどり造り出された、新しい人を身に着けるべきこ

とでした。」とあります。なぜこのみことばが、神が私たちの心に「「キリストの心」を与えてくださってい

ることを表しているのかというと、２３節で使われている「心の霊」の「心」は、先ほど説明したⅠコリ

ント２：１６の「心」と同じギリシャ語の「ヌース」が使われているからです。ですから感情ではなく、

その人の考えや計画、目的や価値観などが新しくされるということです。この「新しくされ、」は受け身

が使われています。ですから、私たちの心を新しくしてくださるのは神ご自身だということです。 

 またローマ１２：１－２を見ると、「:1 そういうわけですから、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、

あなたがたにお願いします。あなたがたのからだを、神に受け入れられる、聖い、生きた供え物としてささげなさ

い。それこそ、あなたがたの霊的な礼拝です。:2 この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神のみこ

ころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知るために、心の一新に

よって自分を変えなさい。」とあり、「「心の一新」の「「心」も「ヌース」が使われています。また、ここでの

「自分を変えなさい。」というのも受け身ですから、直訳するなら、心の一新によって自分を変えられなさ

いということです。変えてくださるのは神ご自身です。それによって、まさに１節にあるように「「神のみ

こころは何か、すなわち、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのかわきまえ知る」ようになるのだ

と、それは私たちの心が新しくされ、「「キリストの心」が与えられたからです。人生の重大な事柄に関する

ことだけでなく、私たちの日々の歩みにあって、神のみこころに沿った選択をしていくことができるの

です。 

３．私たちはどのように「キリストの心」と一つになっていくのか？  

ここで覚えておかないといけないことは、私たちは既にキリストと一つにされ、「「キリストの心」が与え

られているということです。しかし、私たちの実態は即しておらず、一つにされ「キリストの心」を持っ

ている者の姿ではありません。ここで考えるべきことは、私たちがどのようにふさわしい生き方をして

いくのかということです。 

１）みことばによって 

まず一つ目は、みことばによってです。私たちが「「キリストの心」を与えられるだけでなく、その「「キリ

ストの心」、主のみこころをさらに深く知り、「「キリストの心」と私たちの心が一つとなっていくためには、 

当然、私たちは何が神のみこころなのかを知らなければなりません。しかし、日々の数々の選択の中で、

神様が何かひらめきのように私たちに教えてくださるわけでも、ましてや耳元でささやいてくださるわ

けでもありません。私たちは、当然みことばを学ばなければなりません。なぜなら、そこに神のみこころ

が書かれているからです。私たちは、みことばを通して神のみこころを知っていくのです。何が神の願い

であり、何が神の喜びであり、神はどのような目的と計画を持っておられるのか、私たちの価値はどこに

置くべきなのか、私たちはどのように生きるべきなのか、私の人生はどこから来て、どこに向かっている

のか、人生とは何か、なぜ自分は生きているのか、人生の意味は何かなど、私たちはみことばを通しての

み、それらを知るのです。 

 なぜ「「キリストの心」がみことばと大きく関わりがあるのか、このⅠコリント２：１６を遡っていくと、

パウロは十字架のことばについて語っています。Ⅰコリント１：１８にはこのように記されています。

「十字架のことばは、滅びに至る人々には愚かであっても、救いを受ける私たちには、神の力です。」と。パウロ

はここで「十字架のことば」の大切さと、「この世の知恵のことば」とを対比しながら論理を展開してい

きます。２：１３には「「この賜物について話すには、人の知恵に教えられたことばを用いず、御霊に教えられた

ことばを用います。その御霊のことばをもって御霊のことを解くのです。」と語っています。 

 当時のコリントを初めとするギリシャ世界の影響を受けていた社会では、複雑な理論や人々の関心を

ひく物珍しい理論に価値を置き、それらを人々にひけらかすことによって、評判を得ようとする哲学者



が多くいました。当時は５０以上の哲学の学派があり、彼らは難しい理論を打ち立て、人々からの関心を

得て、支持を集めようと競っていたと言います。彼らはそれを誇りに思い、逆に聞く側は、難しい理論を

理解することに誇りを持っていました。そのように、この世の知恵を誇りとし、そこに信頼を寄せている

ような人たちからすれば、「「十字架のことば」は非常に単純でシンプルすぎるものだったのでしょう。複雑

な理論もなく、困難な修行をしなければいけないような救いではないからです。 

 しかし、私たちは違います。私たちは「「十字架のことば」にこそ耳を傾けます。この「ことば」は、ロゴ

スというギリシャ語が使われています。最近、礼拝で学んでいるヨハネの福音書１：１「初めに、ことば

があった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。」というロゴスです。「ことば」というものは、

その人の考えや、その人の人となりを表すものです。つまり、ここで使われている「十字架のことば」と

は、単なる十字架についての説明をしていることばではなく、完全に神の啓示を指しています。つまり、

神のみことばである聖書のことです。そして神の啓示の中心が十字架だということです。それは滅び行

く人々にとっては愚かでしょう。しかし、私たちにとっては神の力です。聖書は、先ほど述べた哲学のよ

うな複雑なものではありません。むしろ逆に、神様は救いに関して私たちが何かをすることを決してお

許しになりません。「十字架のことば」は、私たちの自尊心を徹底的に打ち砕きます。私たちが自分の救

いに関して何もできない無力な人間であることを突きつけて、私たちがそれを認めることを求めておら

れます。私たちは罪と罪過との中に死んでいた者でした。死体でした。叩かれても反応できない完全に死

んでいる死体でした。私たちには何もできず、ただ神の一方的な恵みによって成し遂げてくださった救

いを、神様の前に心砕かれて、跪いて、ただ信仰によって受け入れるだけでした。 

 なぜ、私たちは神のことばに信頼し、耳を傾けるのでしょう。それは、神ご自身を信頼するからです。

何もできない人間の知恵にではなく、創造主である神に信頼を置くからこそ、私たちは神のことばに聞

き従うのです。人にではなく神を信頼するがゆえにです。エレミヤも次のように語っています。１７：７

－８で「:7 主に信頼し、主を頼みとする者に祝福があるように。:8 その人は、水のほとりに植わった木のよう

に、流れのほとりに根を伸ばし、暑さが来ても暑さを知らず、葉は茂って、日照りの年にも心配なく、いつまでも

実をみのらせる。」と。このみことばのフレーズに聞き覚えありませんか。詩篇１：１－３に記されてい

ます。「:1 幸いなことよ。悪者のはかりごとに歩まず、罪人の道に立たず、あざける者の座に着かなかった、そ

の人。:2 まことに、その人は主のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさむ。:3 その人は、水路のそば

に植わった木のようだ。時が来ると実がなり、その葉は枯れない。その人は、何をしても栄える。」と。エレミヤ

は、イスラエルとユダが分かれてから、かなり後に登場している人物なので、詩篇１篇を知っていたと思

われます。エレミヤは意識して記したのでしょう。詩篇１篇の「主のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおし

えを口ずさむ。」というフレーズを「「主に信頼し、主を頼みとする」と置き換えたのです。なぜ信頼するのか

と言うと、主だからです。神ご自身を信頼するからこそ喜びとするのです。「「「（悪者の）はかりごと」とはア

ドバイスということです。つまり、神に従わない者は、悪者のアドバイスに聞き従っていくということで

す。悪者と一緒に輪を作り、一緒に座り、神様をあざけるのです。もう一方は神を信頼し、神のみことば

に耳を傾けるのです。生きている人間はこの２種類のどちらかでしかないのです。神か、神以外のもの

（悪者）を信頼し、そのことばに聞き従うかのどちらかです。エレミヤも詩篇も同じことを言っていま

す。エレミヤ１７：５にも「主はこう仰せられる。『人間に信頼し、肉を自分の腕とし、心が主から離れる者は

のろわれよ。」と記されています。人間に信頼する者は、心が主から離れているのです。私たちは「「十字架

のことば」を信頼し、耳を傾けるのです。そこには神の力があるからです。 

Ⅰコリント２：７には「私たちの語るのは、隠された奥義としての神の知恵であって、それは、神が、私たち

の栄光のために、世界の始まる前から、あらかじめ定められたものです。」とあり、「十字架のことば」は「世界

の始まる前から、あらかじめ定められたもの」であることがわかります。「私たちの栄光」とは、私たちが栄

光あるキリストと一つにされることによって受ける栄光です。栄光あるキリストの栄光を、キリストと



一つにされるがゆえに受けるのです。神様の救いとは本当にすごいと思いませんか。神様に背を向け、嘲

り、呪っていた私たちが救われ、神様と交わりを持つ者となり、キリストと一つにされることによって、

神が受ける栄光を私にも受けさせてくださるのです。神は、私たちに対して、世界が始まる前からみこと

ばを定めておられ、世界が始まる前から私たちが主と一つにされることを定めておられ、世界が始まる

前から私たちが「キリストの心」を持つようにと定めておられたのです。 

２）御霊なる主によって 

 二つ目は御霊なる主によってです。単なる文字としてのみことばではなく、そこに御霊なる主が働い

てくださることによって、私たちの考えや願い、動機、目的や計画が、「「キリストの心」と一つになってい

くのです。どれほど教理を学び、神学に詳しくなっても、救われていない者には神のみこころはなせませ

ん。「「キリストの心」がないからです。どれほど熱心に礼拝に出席し、奉仕をしていても、救われていなけ

れば御霊なる主は働かれないと断言できます。 

Ⅰコリント２：１０－１１に「:10 神はこれを、御霊によって私たちに啓示されたのです。御霊はすべてのこ

とを探り、神の深みにまで及ばれるからです。:11 いったい、人の心のことは、その人のうちにある霊のほかに、

だれが知っているでしょう。同じように、神のみこころのことは、神の御霊のほかにはだれも知りません。」と書

いてあります。また、Ⅰコリント２：１４には「生まれながらの人間は、神の御霊に属することを受け入れま

せん。それは彼らには愚かなことだからです。また、それを悟ることができません。なぜなら、御霊のことは御霊

によってわきまえるものだからです。」とあります。私たちはみことばを学ぶだけでなく、御霊なる主の働

きを通して神のみこころを知り、「キリストの心」が私たちの心を支配していくようになるのです。 

４．「キリストの心」は、どのような影響を私たちに与えるのか？ 

さて、この「キリストの心」は、私たちにどのような影響を与えるのでしょう。 

１）キリストに似た者へと変え続ける 

どのように神のみこころをなし、キリストに似た者に変えられるのでしょう。それは、私たちの「ここ

ろ」が変えられなければなりません。私たちの行動のすべては、私たちの心から来るものです。正しい選

択や正しい行動は、正しい心からしか生まれないのです。ましてや、心の動機まで探られる神の前に歩む

のは尚更のことです。Ⅰサムエル１６：７ｅに「人はうわべを見るが、主は心を見る。」とあるように、神

は人の行為ではなく心を見られます。ですから私たちは心を探らなければなりません。心が変えられる

ことによって、正しい選択をなし、キリストに似た者へと変えられるのです。「「キリストの心」が私たちの

心を支配することによって、私たちは変えられていくのです。 

 今年度から新しくＨＯＰＥ(ホープ：青年)クラスが始まりました。何を学ぼうかと考えた時に、組織神

学が浮かび、教理を基礎から徹底的に学んでみようと思いました。なぜかと言うと、神が何を考えておら

れるかがわからなければ、私たちには何も生まれてこないからです。皆さんもよく「これについてどう思

われますか？」などと質問されることがあるでしょう。みことばを知らなければ何も出てこないのです。

私たちのうちから出てくるのは罪しかないのです。ですから、神学や教理を知り、正しく物事を考えて、

神が何を願い、計画しておられるのかを学ぶことを通して、一つ一つ具体的に考えて選択していくこと

ができるのです。そのためには、しっかりとみことばを学び、講壇で語られているみことばに必死になっ

て耳を傾ける必要があります。心が変えられないとキリストに似た者には変えられないのです。どれだ

け上っ面を整えて人はだませても神はだませないからです。 

 ＨＯＰＥの生徒たちにこのような質問をしました。皆さんも次の６つの質問について考えてみてくだ

さい。──①あなたはどのような時に、どのようなことにストレスを感じますか？ ②あなたはどのよ

うな時に、どのようなことに不安や心配を覚えますか？ ③あなたはどのような時に、どのようなこと

に怒りを持ちますか？どのような時に自分の大切にしているものを踏みにじられたと感じますか？ 

④そのようなストレス、不安や心配、怒りを感じた時、どのように解消しようとしますか？ ⑤あなたの



生活の中で時間やお金を最も多く使うのはどんなことですか？ ⑥神が私の日々の生活をご覧になる時、

直さなければいけないことや捨てなければならないことは何ですか？──これらの質問はあなたが最も

大切にしているもの、あなたの心の中にあるまことの神が誰なのか、何なのかを明らかにします。心にあ

る偶像礼拝をあぶり出すのです。ですから、私たちがみことばを学び、御霊なる主の働きによって心が変

えられていかなければ、私たちはさまざまな選択の中で間違ってしまいます。しかし、御霊なる主の働き

によって心が変えられる時に、私たちはキリストに似た者へと変えられていきます。 

Ⅱコリント３：１４－１８にこう記されています。「:14 しかし、イスラエルの人々の思いは鈍くなったの

です。というのは、今日に至るまで、古い契約が朗読されるときに、同じおおいが掛けられたままで、取りのけら

れてはいません。なぜなら、それはキリストによって取り除かれるものだからです。:15 かえって、今日まで、モ

ーセの書が朗読されるときはいつでも、彼らの心にはおおいが掛かっているのです。:16 しかし、人が主に向くな

ら、そのおおいは取り除かれるのです。:17 主は御霊です。そして、主の御霊のあるところには自由があります。:18 

私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、栄光から栄光へと、主と同

じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主の働きによるのです。」と。Ⅱコリント４：６

には「『光が、やみの中から輝き出よ』と言われた神は、私たちの心を照らし、キリストの御顔にある神の栄光を

知る知識を輝かせてくださるのです。」とあります。当時のイスラエルの人たちは、心におおいが掛かって

いて、モーセの書を朗読していても悟らなかったのです。しかし、そのおおいを主が取りのけてくださ

り、人々が主に向く時に、彼らは初めて聖書（旧約聖書）に書かれてあることがキリストを指しており、

預言されていることが、まさしくあの十字架にかかられたイエス・キリストのことだと悟るのです。旧約

聖書を熱心に朗読し、暗記していたイスラエルの民はキリストを知ることがなかったのです。それは心

におおいが掛かっていたからです。みことばと御霊の働きを通して知ることとなったのです。それによ

って「私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、栄光から栄光へと、

主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる主の働きによるのです。」ということです。 

２）宣教へと駆り立てる 

 私たちに与える影響は、キリストに似た者へと変えられるだけではありません。私たちを宣教へと駆

り立てるのです。これもまた「キリストの心」が私たちのうちにあるからです。 

①キリストが来られた目的は、救いである 

 キリストは何のために来られましたか。ルカ１９：１９にあるように「人の子は、失われた人を救うため

に来たのです。」と。「「キリストの心」が私たちの心を支配する時に、私たちは宣教へと駆り立てられるの

です。 

②「キリストの心」を持つパウロも宣教へと駆り立てられた 

Ⅰコリント１：２３に「しかし、私は十字架につけられたキリストを宣べ伝えるのです。」、Ⅰコリント２：

３－４に「:3 あなたがたといっしょにいたときの私は、弱く、恐れおののいていました。:4 そして、私のことば

と私の宣教とは、説得力のある知恵のことばによって行われたものではなく、御霊の御力の現れでした。」と記さ

れています。この箇所はいろいろな解釈があります。その一つに、コリント教会の人々のあまりにもひど

い状態を前にパウロは弱り、彼らの行き着く先があまりにも悲惨であるがゆえに恐れおののいていたの

ではないかとあります。しかし、それと同時に確実に言えるのは、そのような状況でもパウロ自身はキリ

ストのことばを宣べ伝えたということです。アテネの町にも彼はひとりで入って行きました。多くの哲

学者を前に宣教しました。また、町で引きずり出されて石打ちにあった時も、人々にはパウロは殺され死

んだと思われましたが、神様によって生き返らされました。生き返ったパウロは別の町に向かわず、自分

を殺した町に戻っていきました。なぜ彼は力を得て、キリストを宣べ伝え続けたのでしょう。彼の心のう

ちには「キリストの心」があったからです。Ⅰコリント１：１８以降を見ていくと、彼がいかに自分のこ

とばではなく十字架のことばを語り、自分のことではなく主イエス・キリストを宣べ伝えていたかがわ



かります。コリントという罪が非常に蔓延している町において、神様はパウロを宣教へと駆り立てて、パ

ウロのことばを用いて救いを伝えられました。多くのコリント人が十字架のことばによって救われたの

です。  

余談になりますが、コリント教会では分裂が起きていました。Ⅰコリント１：１４で「私は、クリスポ

とガイオのほか、あなたがたのだれにもバプテスマを授けたころがないことを感謝しています。」とあります。

分裂が起こっている中で、自分がバプテスマを授けたのがふたりだけだったことを感謝しているのです。

そのうちのひとりが「「クリスポ」という人です。この人について使徒１８章を見ると、ここにはパウロが

コリントで伝道を始めた場面が書かれています。１８：５－８に「:5 そして、シラスとテモテがマケドニヤ

から下って来ると、パウロはみことばを教えることに専念し、イエスがキリストであることを、ユダヤ人たちには

っきりと宣言した。:6 しかし、彼らが反抗して暴言を吐いたので、パウロは着物を振り払って、「あなたがたの血

は、あなたがたの頭上にふりかかれ。私には責任がない。今から私は異邦人のほうに行く」と言った。:7 そして、

そこを去って、神を敬うテテオ・ユストという人の家に行った。その家は会堂の隣であった。:8 会堂管理者クリ

スポは、一家をあげて主を信じた。また、多くのコリント人も聞いて信じ、バプテスマを受けた。」と。 

多くの人々がパウロのことばに対して暴言を吐く中で、パウロは会堂の隣にいるユストの家に行った

のですが、そこで会堂管理者のクリスポが救われたのです。当時の会堂には何人かの長老（リーダー）た

ちがいました。その中で選ばれたひとりが会堂管理者になりました。ですから会堂管理者とは、リーダー

である長老の中のリーダーであり、会堂を管理するだけでなく、礼拝をリードする役割を担う霊的リー

ダーでもありました。そんな会堂管理者であるクリスポが、みなが暴言を吐く中、一家を挙げて主を信じ

たわけです。それがどのようなことになるか想像できますか。ユダヤ社会では生きていけなくなります。

交わりも断たれ、会堂管理者としての仕事は失うことになります。リーダーの中のリーダーであったク

リスポが、人々には愚かだと思われていた十字架のことばによって救われ、一家を挙げてバプテスマを

受けたのです。十字架のことばとはすばらしいものです。みことばと御霊なる主の働きによって「「キリス

トの心」を持った者が宣べ伝えていくときに、主が用いてくださるのです。 

会堂管理者だったクリスポがクリスチャンになってしまったので、新たに担う人が必要となり、次に

立てられたのがソステネという人でした。使徒１８：１７に「そこで、みなの者は、会堂管理者ソステネを捕

え、法廷の前で打ちたたいた。ガリオは、そのようなことは少しも気にしなかった。」とあります。ガリオはア

カヤ地方の総督でした。そのガリオのもとにユダヤ人たちは揉め事をもってきました。ガリオから、自分

たちで勝手に対処するように言われたユダヤ人たちがしたことは、会堂管理者のソステネを捕えて、法

廷の前でむち打ちにしたのです。クリスポの次に会堂管理者となったソステネもクリスチャンになって

いたからです。そんな彼がⅠコリント１：１に登場しています。「神のみこころによってキリスト・イエス

の使徒として召されたパウロと、兄弟ソステネから、」と。コリント人への手紙はエペソで書かれたと思われ

ていますが、むちで打たれたソステネがパウロと行動を共にして挨拶を送っているということです。 

「キリストの心」を持つ者はキリストに似た者へと変えられ続けていきます。そして宣教へと駆り立て

られて主が用いてくださるのです。なぜ、こんなすばらしいことが私たちのうちに起きたのでしょう。な

ぜ、私たちが神のみこころが何かを知ることができるようになったのでしょう。なぜ、ひとつひとつの小

さな選択を神のみこころに沿ってできるようになったのでしょう。神に敵対し、あざけるものだった私

たちが、なぜキリストに似た者へと変えられ、キリストの栄光を現わす者に変えられ続けているのでし

ょう。なぜ、私たちは宣教に駆り立てられるのでしょう。そもそも、私たちはなぜ「キリストの心」を持

つ者となったのでしょう。それは、この世界が始まる前から、神がそのように定めておられたからです。

すべてのことは神ご自身が定めておられたからです。 

これらの事実を知った私たちは、時に弱ることがあっても、神のみこころが何かと迷うことがあって

も、勇気づけられませんか。たゆまずにみことばを学び、神のみこころを求め続け、御霊なる主の働きに



頼りながら、日々を歩み続けたいと願いませんか。私たちひとりひとりが「キリストの心」を持つ者であ

るということを覚えながら、この一週間も歩み続けていきましょう。 


